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藤
内
：
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

久
野
理
事
長
：
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
今
年
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

長
期
間
に
わ
た
る
コ
ロ
ナ
の
影

響
で
、
献
体
が
で
き
な
か
っ
た
人

が
た
く
さ
ん
い
る
と
い
う
認
識
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
不
老
会
の
活
動

が
制
約
を
強
い
ら
れ
た
こ
と
は
否

め
ま
せ
ん
。

令
和
五
年
で
は
、
ど
れ
だ
け
制

約
が
緩
和
さ
れ
る
の
か
。
コ
ロ
ナ

自
体
も
次
々
に
変
異
し
て
い
る
し
、

政
府
は
今
後
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体

の
対
応
に
委
ね
ら
れ
る
よ
う
で
す

が
、
特
別
な
支
援
で
も
な
け
れ
ば
、

「W
ith CO

RO
N

A

」
で
、
各
自
暮

ら
し
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

感
染
し
て
も
、
あ
ま
り
重
症
化
し

な
い
よ
う
で
あ
れ
ば
、
気
を
つ
け

な
が
ら
も
、
活
動
が
展
開
で
き
る

の
で
は
な
い
か
。
今
ま
で
は
、
感

染
回
避
の
た
め
、
会
員
相
互
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
難
し
く
「
不

老
」
誌
の
み
が
そ
の
手
段
だ
っ
た
。

し
か
も
、
そ
の
中
身
が
“
延
期
”
や

ら
“
休
止
”
の
報
告
ば
か
り
で
し

た
。
今
後
、
も
っ
と
活
動
が
盛
ん

に
な
れ
ば
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。

藤
内
：
で
は
、
ど
ん
な
年
に
な
る

の
で
し
ょ
う
か
？

杉
浦
副
理
事
長
：
当
方
の
大
学
で

は
、
多
少
の
困
難
さ
も
あ
る
が
、

極
力
大
学
に
戻
っ
て
欲
し
い
と
の

思
い
で
取
り
組
ん
で
い
て
、
ま
ず

ま
ず
の
成
果
を
上
げ
て
い
ま
す
が
、

新
春
対
談

公
益
財
団
法
人
不
老
会
　
理

事

長
　
久
野
　
格
彦

副
理
事
長
　
杉
浦
　
康
夫

副
理
事
長
　
山
本
　
一
義

麗
し
き
令
和
五
年
の
幕
明
け
に
公
益
財
団
法
人
不
老
会
理
事
長
、両
副
理

事
長
の
お
三
方
に
、広
報
委
員
長 

藤
内
美
也
子
が
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

医学・歯学の教育・研究のために献体し、目の不自由な方のために献眼する。― 1 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

第594号　令和 5 年（2023年）　新春号



コ
ロ
ナ
禍
を
回
避
し
よ
う
と
家
に

籠
っ
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
で
は

う
つ
に
な
っ
て
し
ま
い
が
ち
で
、

学
校
を
離
れ
が
ち
に
な
る
。で
も
、

徐
々
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
ね
。

た
ま
に
街
に
出
る
と
、
意
外
に
お

年
寄
り
が
多
い
、
ま
た
若
者
も
多

い
。
け
れ
ど
、中
間
層
が
少
な
い
。

タ
フ
な
の
は
お
年
寄
り
と
若
者
た

ち
で
す
ね
。
特
に
、
若
者
た
ち
が

元
気
で
な
い
と
ね
。

パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
三
年
と
も
言

わ
れ
て
い
ま
す
か
ら
、
そ
ろ
そ
ろ

普
通
の
生
活
に
戻
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

久
野
理
事
長
：
兎
に
も
角
に
も
、

不
老
会
の
方
々
は
と
っ
て
も
元
気

で
す
ね
！
先
の
「
集
い
」
で
は
、

遠
路
は
る
ば
る
、
公
共
交
通
機
関

を
使
っ
て
が
ん
が
ん
来
ち
ゃ
う
ん

だ
か
ら
。
シ
ル
バ
ー
カ
ー
を
押
し

て
ね
。
中
に
は
、
何
と
九
十
歳
に

な
ら
れ
る
方
が
幾
人
も
お
ら
れ
、

お
迎
え
す
る
係
の
者
に
笑
顔
を
注

ぎ
挨
拶
さ
れ
て
、
元
気
な
姿
を
見

せ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

杉
浦
副
理
事
長
：
と
に
か
く
、
若

者
が
元
気
で
な
き
ゃ
あ
、
街
は
活

気
が
取
り
戻
せ
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

“
平
和
ボ
ケ
”
で
お
ら
れ
る
の

が
一
番
で
す
。
変
な
緊
張
感
は
不

必
要
で
す
。“
平
和
の
良
さ
”
を
、

も
っ
と
も
っ
と
互
い
に
語
り
合
う

必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

久
野
理
事
長
：
現
代
は
情
報
量
が

多
い
。
ど
ん
ど
ん
リ
ア
ル
タ
イ
ム

で
様
々
な
情
報
が
飛
び
込
ん
で
く

る
。
遠
い
ウ
ク
ラ
イ
ナ
が
今
ど
う

な
っ
て
い
る
か
を
知
る
事
が
出
来

る
の
で
、日
本
が
如
何
に
“
平
和
”

か
を
、
今
こ
そ
認
識
し
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
ね
。

山
本
副
理
事
長
：
私
の
方
か
ら
は
、

今
、
不
老
会
の
会
員
の
申
し
込
み

が
急
激
に
減
っ
て
い
る
の
が
悩
み

で
す
ね
。

年
間
三
百
名
ほ
ど
の
申
し
込
み

が
、
今
は
百
名
ほ
ど
の
三
分
の
一

に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
も
、
退

会
者
が
登
録
者
の
三
分
の
一
な
の

で
、
実
質
は
七
十
名
ほ
ど
の
年
間

登
録
数
に
な
り
ま
す
。
こ
の
状
態

が
続
け
ば
、
十
年
か
ら
二
十
年
先

に
は
困
っ
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

従
っ
て
、会
員
の
み
な
さ
ん
方
が
、

親
族
の
方
々
に
、
常
に
献
体
の
こ

と
を
語
ら
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
ね
。

私
の
場
合
は
、
両
親
を
献
体
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
も
死
ん

で
か
ら
で
は
、
ど
う
し
よ
う
も
な

い
の
で
、
お
祭
り
な
ど
の
時
に
、

四
人
の
娘
、
息
子
た
ち
に
、
い
つ

も
「
俺
が
死
ん
だ
ら
、
献
体
を
し

て
く
れ
よ
！
」
と
話
し
た
ら
、
息

杉浦康夫副理事長

久野格彦理事長
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不　　老

公益財団法人　不　老　会

新春号　令和 5 年（2023年）　第594号



子
が「
了
解
、安
心
し
て
逝
っ
て
く

れ
」
と
言
う
て
ま
し
た
。（
大
笑
い
）

ま
た
、
私
の
所
属
す
る
愛
知
県

の
数
万
人
規
模
の
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
、

社
会
貢
献
の
た
め
の
献
眼
運
動
も

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
献
眼
者
は

ご
く
ご
く
僅
か
で
す
。
献
眼
へ
の

意
識
が
薄
い
か
ら
で
す
。
大
部
分

の
献
眼
者
は
不
老
会
の
会
員
で
す

ね
。
要
は
意
識
の
違
い
で
す
。

久
野
理
事
長
：
ラ
イ
オ
ン
ズ
は
い

ろ
い
ろ
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
か

ら
や
む
を
得
な
い
。
不
老
会
の
会

員
は
献
眼
に
つ
い
て
も
意
識
は
高

い
の
で
す
が
、
昨
今
、
不
献
体
が

増
加
し
て
い
ま
す
。
新
年
の
課
題

は
こ
れ
で
す
ね
。

ま
ず
は
、
献
体
登
録
に
四
名
の

同
意
者
が
必
要
な
理
由
は
何
か
？

ど
ん
ど
ん
高
齢
化
が
進
ん
で
い
る

の
で
、
同
意
者
が
先
に
亡
く
な
ら

れ
る
と
独
り
身
に
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
ん
な
時
に
、
誰
に
任
せ
る
の
か
？

施
設
に
入
っ
て
お
ら
れ
れ
ば
、
施

設
の
責
任
者
に
世
話
を
し
て
も
ら

わ
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

杉
浦
副
理
事
長
：
一
昔
前
は
、
大

家
族
だ
っ
た
か
ら
、
同
意
者
が
四

名
で
何
の
差
支
え
も
無
か
っ
た
。

現
在
の
献
体
団
体
で
は
二
名
の
と

こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
要
は
、
本
人

の
意
思
が
、
遺
体
の
引
き
取
り
時

に
、
確
実
に
第
三
者
に
伝
え
ら
れ

る
仕
組
み
が
必
要
で
す
ね
。

山
本
副
理
事
長
：
や
は
り
、
同
意

者
は
二
名
く
ら
い
が
ど
う
か
と
思

い
ま
す
の
で
、
今
後
、
審
議
が
必

要
で
す
ね
。

久
野
理
事
長
：
本
人
の
意
思
を
、

そ
ば
に
お
ら
れ
る
方
が
配
慮
し
な

い
と
ね
。
手
続
き
ル
ー
ル
の
見
直

し
は
必
要
で
す
。

杉
浦
副
理
事
長
：
同
意
者
は
二
人

く
ら
い
が
適
当
で
し
ょ
う
。ま
た
、

免
許
証
裏
に
設
け
ら
れ
た
ド
ナ
ー

カ
ー
ド
の
よ
う
な
も
の
が
必
要
で

す
ね
。
そ
れ
を
体
系
化
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。

久
野
理
事
長
：
免
許
証
裏
に
、
ド

ナ
ー
と
献
体
欄
が
あ
る
と
良
い
か

も
し
れ
な
い
。

ま
た
、
不
老
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
入
会
に
つ
い
て
も
詳
細
が
紹

介
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
諸
条
件
の

敷
居
を
低
く
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
ね
。

議
論
は
ま
だ
ま
だ
続
き
そ
う
で

す
が
、
本
日
は
こ
ん
な
と
こ
ろ
に

し
た
い
。

今
年
は
、
コ
ロ
ナ
禍
が
ま
だ
続

き
ま
す
が
、
会
員
の
み
な
さ
ん
に

お
か
れ
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
目
標

に
向
か
っ
て
、一
層
邁
進
さ
れ
る
よ

う
、
心
か
ら
願
っ
て
止
み
ま
せ
ん
。

一
同
：
本
年
も
、
ど
う
か
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

藤
内
：
本
日
は
長
時
間
に
亘
り
貴

重
な
お
話
を
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

理
事
長
、
両
副
理
事
長
は
じ
め

会
員
皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸

を
お
祈
り
し
て
新
春
対
談
を
終
わ

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

山本一義副理事長

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。― 3 ―
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五
感
と
は
、
視
覚
（
見
る
）、
聴
覚

（
聴
く
）、
味
覚
（
味
わ
う
）、
嗅
覚
（
嗅

ぐ
）、
触
覚
（
皮
膚
で
感
じ
る
）
の
五
つ

の
感
覚
の
こ
と
で
す
。
も
と
も
と
は
古

代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
が
分

類
し
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
お
り
、
そ

れ
が
様
々
な
文
化
に
引
き
継
が
れ
、
現

在
で
も
広
く
通
念
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
ま
す
。
現
在
で
は
、
触
覚
は
、
単
純

に
皮
膚
の
感
覚
を
脳
に
伝
え
る
も
の
で

は
な
く
、
表
在
感
覚
（
触
覚
、
痛
覚
、
温

度
覚
）、
深
部
感
覚
（
圧
覚
、
位
置
覚
、

振
動
覚
な
ど
）
な
ど
多
様
な
機
能
を
含

ん
で
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
触
覚
以
外
の
感
覚
と
し

て
、
内
臓
感
覚
、
平
衡
感
覚
な
ど
が
存

在
す
る
こ
と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

第
六
感
は
、
基
本
的
に
五
感
を
超
え

る
も
の
で
あ
り
、
物
事
の
本
質
を
掴
む

心
の
働
き
の
こ
と
を
指
し
て
い
ま
す
。

第
六
感
は
純
粋
な
日
本
語
と
思
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
実
は
西
洋
的
な
概
念
で
あ

り
、
こ
の
考
え
は
十
八
世
紀
の
イ
ギ
リ

ス
の
思
想
家
た
ち
が
唱
え
た
道
徳
感
覚

学
派
を
起
源
と
し
て
い
ま
す
。
現
在
ま

で
、
科
学
的
に
第
六
感
を
解
明
す
る
研

究
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
第

六
感
の
候
補
と
し
て
、
微
弱
な
電
気
を

感
じ
取
る
能
力
、
磁
気
を
感
じ
取
る
能

力
（
磁
覚
）、
熱
の
方
向
を
感
じ
取
る
能

力
、
二
酸
化
炭
素
な
ど
の
化
学
物
質
を

探
知
す
る
能
力
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
十
八
世
紀
後
半
に
、
サ
メ
は
微
弱

な
電
気
（
電
場
）
を
感
知
で
き
る
ロ
レ

ン
チ
ー
ニ
器
官
を
も
つ
こ
と
が
判
明
し

ま
し
た
。
現
在
で
は
、
ヒ
ト
も
電
場
を

感
知
で
き
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
渡
り
鳥
な
ど
の
鳥
類
、
サ

ケ
、
ミ
ツ
バ
チ
は
、
地
磁
気
（
地
球
が

持
つ
磁
性
）
を
感
じ
る
能
力
を
コ
ン
パ

ス
の
よ
う
に
使
っ
て
方
位
を
正
確
に
把

握
し
、
季
節
に
合
わ
せ
て
移
動
し
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一

九
年
に
は
、
東
京
大
学
や
カ
リ
フ
ォ
ル

ニ
ア
工
科
大
学
な
ど
の
共
同
研
究
チ
ー

ム
が
ヒ
ト
に
は
地
磁
気
を
大
ま
か
に
感

じ
取
る
能
力
が
あ
る
と
す
る
研
究
成
果

を
米
国
の
専
門
誌
に
発
表
し
ま
し
た
。

研
究
チ
ー
ム
は
地
磁
気
を
遮
断
し
た
室

内
で
、
日
米
な
ど
十
八
～
六
十
八
歳
の

男
女
三
十
四
人
の
頭
部
を
地
磁
気
と
同

程
度
の
強
さ
の
磁
気
で
刺
激
す
る
実
験

を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
磁
気
の

向
き
に
応
じ
て
無
意
識
の
う
ち
に
脳
波

が
異
な
る
反
応
を
示
し
た
こ
と
か
ら
、

ヒ
ト
は
地
磁
気
を
大
ま
か
に
感
じ
取
る

能
力
を
持
つ
と
報
告
し
て
い
ま
す
。

二
〇
二
一
年
の
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・

医
学
賞
は
、「
温
度
・
触
覚
の
受
容
体
」

の
ひ
と
つ
で
あ
る
Ｔ
Ｒ
Ｐ
（
ト
リ
ッ
プ
）

チ
ャ
ネ
ル
の
発
見
し
た
功
績
で
、
米
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス

コ
校
の
ジ
ュ
リ
ア
ス
先
生
と
、
米
ス
ク

リ
プ
ス
研
究
所
の
パ
タ
プ
テ
ィ
ア
ン
先

生
に
授
与
さ
れ
ま
し
た
。
Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ

ネ
ル
は
五
感
と
は
別
の
、
温
度
や
化
学

刺
激
を
感
じ
取
る
細
胞
の
感
覚
セ
ン

サ
ー
で
す
。
現
在
で
は
Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ

ル
に
は
い
く
つ
も
種
類
が
あ
り
、
ヒ
ト

の
ほ
と
ん
ど
の
細
胞
に
い
ず
れ
か
の
Ｔ

Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
が
存
在
し
て
い
る
こ
と

が
明
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｔ
Ｒ
Ｐ
チ
ャ
ネ
ル
は
温
度
・
触
覚
だ
け

で
は
な
く
メ
ン
ト
ー
ル
や
カ
プ
サ
イ
シ

ン
な
ど
化
学
刺
激
を
感
知
し
て
反
応
す

る
こ
と
な
ど
、
そ
の
正
体
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
近
い
将
来
に
は

第
六
感
の
す
べ
て
が
科
学
的
に
解
明
さ

れ
、
第
七
感
の
研
究
が
始
ま
る
の
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

医
学
の
お
は
な
し

第
六
感

　
　
　
　
　
　
　
愛
知
医
科
大
学
医
学
部
　
解
剖
学
講
座

教
授
　
内
　
藤
　
宗
　
和

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。 ― 4 ―
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11時頃になって、お一人のご婦人が現れた。まだ開場まで
はたっぷり１時間半もあった。足が少しばかり不自由になら
れた介護１級の春日井からの方で、最前列を確保するための
早目の来場だった。

11時40分過ぎて、やっと扶桑から、ついで北名古屋から…
次々に…。

40名ほどご婦人が集った12時頃になって、やっと、待望
（？）の男性がお二人現れた！お一人は豊明から、今一人は吉
良町からだった！

開場20分前には、正面に百数十名が集った。
12時半！いよいよ開場だ！待ち受けるスタッフたちの出番

だ！お一人お一人に、お土産と式次第と座席番号連絡票を手
渡す。

会場内では、早くも、HSE48によるオープニング演奏が始
まっていた。HSE48は愛知・岐阜両県の中高年で編成したバ
イオリンアンサンブルで、会場では「サウンドオブミュー
ジックメドレー」のほか、同団のオリジナルソング「プラチナ
のように」などの演奏でみなさまをお迎えしていた。

13時30分式典だ！
まずは、今までにご成願された 1 万1298柱への黙祷。
次に、久野理事長からの挨拶。

「息が苦しいのでマスク無しで失礼します。実は、わたくし
は雨男なのですが、みなさまが晴れを運んでくださったお陰
で、足元が汚れないで済みました。コロナの影響でここ数年
間は入会者が半減しましたが、ようやく増加の傾向に向かっ
ております。また、免許証更新時、その裏に臓器提供の意思表
示ができる枠が設けられておりますが、事故による身体の損
傷のケースであって、献体では最後の最後まで身体の損傷無
しで成願していただきたい。献体は医学の進歩発展に不可欠
ですが、どうかご成願までは、いっぱい楽しんでいただきた
いと願っております。」

県知事の代読のあと、河村市長のご登場。
「日本一給与の安い河村です！名古屋市は救急搬送時間ラ

ンキングでは日本一短い。京都は２位です。また、コロナのワ
クチンについては、政府の認可が外国製に偏っていて、すで
に世界の複数国で実績のある日本製のイベルワクチンが日本

不 老 会 の 集 い不 老 会 の 集 い
令和 4 年10月20日（木）　名古屋市公会堂に於いて、

「不老会の集い」が開催されました。

私どもは医学・歯学の進歩のために献体・献眼する。― 5 ―
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今、100歳以上の人は10万人くらいいます。いった
いヒトは何歳まで生きられるのか？

明治以降の統計グラフで見ると、男性は徳之島の
泉重千代さんで120歳、女性ではつい先ほど亡くなら
れた福岡の田中力子さんで119歳の方でした。このよ
うに、明治以来の統計では、120歳がヒトの寿命の限
界なようです。ヒトの死亡要因のトップはガンです。

生物の寿命はプログラムされているものが多い。
ショウジョウバエの寿命はたったの２日です。また、
ハダカネズミの寿
命は30年ですが、

ガンにならない。その要因は、ストレスを極端に軽減して、
布団に寝っ転がってばかりで働かない低体温・低代謝の省
エネ動物だからです。

①適度な運動②適度な食生活③十分な休養こそが長期の
健康寿命につながると言われています。近い将来、科学技術
でより長寿命が実現されることでしょう。

植木孝俊教授のご講演

の厚労省では×とされていて甚だ残念だ。今日は、志の高いみなさまの集まりにご招待されて感謝です。で
は、こんなところで、Thank you very much!」

壇上の来賓全員のご紹介で、式典は終了。
次は、名古屋市立大学大学院の植木孝俊教授による「健康寿命をのばす～最近の医学でわかったこと」と題

した講演があった。
その後、名古屋大学医学部医学科 2 年生の今泉天祐さんから、解剖実習体験発表があった。
お待ちかねのアトラクション！愛知県唯一の大衆演劇“御陵一座”『瞼の母』の上演！
拍手喝采の内に幕を閉じ、皆様笑顔で帰路につかれた。

健康寿命をのばす ～最近の医学でわかったこと」
� 名古屋市立大学大学院　医学研究科統合解剖学分野　教授　植木 孝俊 先生

私どもは平和を請い願うために献体・献眼する。 ― 6 ―

不　　老

公益財団法人　不　老　会

新春号　令和 5 年（2023年）　第594号



感謝の言葉
� 名古屋大学医学部医学科 2年生　今泉 天祐 さん

今年の春から夏にかけて約３か月間解剖実習とし
て、献体と真摯に向き合い人体について深い理解を得
ました。幼少期に高熱を出したとき丁寧に診てくれた
先生の格好良さに憧れて、両親に買ってもらった病気
や薬の図鑑を読み、人体の構造に興味を持ち、医学部
入学前から解剖実習を心待ちにしていました。でも、
実習に入ると不安や緊張で胸が一杯だったことを、今も鮮明に覚えています。何よりも痛感し
たのは実習で多大な知識を与えられて甘かった私を正しく導き、人命を救うという強い覚悟を
芽生えさせてくれました。また、死生観を考える重要な体験にもなりました。実習を進める内
に、人体はあらゆる医学知識が詰め込まれた宝箱のように感じました。様々な視点から観察し、
時には手で触れて感触を確認し、教科書では得られない新鮮さを日々覚えました。また、先生
からは、医療ミスの事例を交えて命を扱う医師の責任の重大さも繰り返し教わりました。

皆様が献体という選択をとってくださったことを、厚くお礼申し上げます。

学生体験発表

大衆演劇“御
みささぎ

陵一座”

「瞼の母」

バイオリンアンサンブル ＨＳＥ４８

私どもは感謝のために献体・献眼する。― 7 ―
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去
る
十
月
十
八
日
（
火
）
に
、
二
年

ぶ
り
に
「
会
員
の
集
い
」
が
、
本
部
棟

四
階
の
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

鈴
木
副
部
会
長
の
司
会
に
よ
る
開
会

挨
拶
の
あ
と
、
全
員
起
立
姿
勢
で
、
成

願
者
に
黙
祷
を
捧
げ
、
次
い
で
、
齊
藤

部
会
長
か
ら
「
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
よ
く

お
い
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
役
員
を
除

く
一
般
会
員
の
参
加
者
は
十
三
名
で
し

た
の
で
、
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
参
加
数
の

半
数
以
下
に
留
ま
り
ま
し
た
」
と
。

次
に
、
大
学
側
か
ら
高
橋
智
・
医
学

研
究
科
長
さ
ん
か
ら
の
ご
挨
拶
を
賜
っ

た
あ
と
、
不
老
会
か
ら
杉
山
常
務
理
事

よ
り
「
あ
る
本
に
若
い
頃
に
秀
才
で
あ

ろ
う
と
美
人
で
あ
ろ
う
と
、
ま
た
一
流

企
業
に
勤
め
よ
う
と
、
人
間
の
着
地
点

は
大
差
な
い
。
重
要
な
の
は
“
品
格
の

あ
る
衰
退
だ
”」
と
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が

あ
り
ま
し
た
。

つ
い
で
、
演
題
「
加
齢
と
難
聴
」
と

題
し
て
の
健
康
講
話
が
耳
鼻
咽
喉
・
頭

頸
部
外
科
学
分
野
の
南
方
寿
哉
先
生
が
、

ス
ラ
イ
ド
で
優
し
く
お
話
を
さ
れ
ま
し

た
。そ

の
あ
と
、
大
学
側
の
特
別
な
ご
配

慮
で
、
会
員
と
解
剖
実
習
を
終
え
た
ば

か
り
の
二
年
生
の
医
学
生
さ
ん
と
の
懇

談
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
デ
ィ
ス
タ
ン

ス
を
保
ち
マ
ス
ク
着
用
方
式
で
し
た
が
、

大
い
に
対
話
が
弾
ん
だ
よ
う
で
、「
身

近
に
話
が
で
き
て
、嬉
し
か
っ
た
！
」
と
、

全
員
か
ら
高
評
価
を
得
ま
し
た
。

な
お
、
午
後
二
時
半
か
ら
は
、
大
学

主
催
に
よ
る
「
解
剖
感
謝
式
」
が
、
成

願
者
の
ご
遺
族
列
席
の
も
と
に
、
さ
く

ら
講
堂
に
て
、
厳
粛
に
執
り
行
わ
れ
ま

し
た
。�

（
広
報
：
齊
藤　

光
男
）

十
一
月
十
一
日
（
金
）
コ
ロ
ナ
禍
の

中
、
三
年
ぶ
り
に
四
地
区
合
同
の
集
い

で
、
参
加
者
は
三
十
五
名
と
少
し
減
少

し
ま
し
た
が
マ
ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
、

検
温
等
集
団
感
染
予
防
に
細
心
の
注
意

を
し
て
開
催
し
ま
し
た
。

成
願
者
に
黙
と
う
を
捧
げ
、
近
藤
地

区
代
表
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
あ
い
さ
つ
が
あ

り
、
次
に
本
部
よ
り
理
事
長
代
理
の
浅

井
常
務
理
事
の
あ
い
さ
つ
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。「
世
の
中
の
人
の
た
め
遺
体

を
役
立
て
て
い
た
だ
き
立
派
な
医
者
に

な
っ
て
も
ら
い
た
く
て
献
体
す
る
わ
け

で
あ
り
ま
す
。」
と
。
ま
た
、「
解
剖
す

る
前
は
、
な
ん
と
な
く
あ
や
ふ
や
な
気

持
ち
で
解
剖
の
実
習
講
義
に
臨
ん
で
い

た
が
、
遺
体
を
前
に
し
た
と
き
心
が
決

ま
っ
て
立
派
な
医
者
を
目
指
し
て
い
こ

う
と
ハ
ラ
が
決
ま
り
ま
し
た
。」
と
の

医
学
生
の
声
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
「
上
手
に
食
べ
て
元
気
に
過
ご

そ
う
」
と
の
演
題
で
、
管
理
栄
養
士
の

方
か
ら
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。「
低
栄

養
に
な
る
と
ど
う
な
る
の
？
」「
こ
ん

な
食
生
活
、
思
い
当
た
り
ま
せ
ん
か
？
」

と
問
題
提
起
さ
れ
い
ろ
い
ろ
な
角
度
か

ら
説
明
が
さ
れ
ま
し
た
。
結
論
と
し

て
、
こ
れ
か
ら
の
食
事
に
つ
い
て
は
、

「
一
日
三
食
、
バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事

で
身
体
機
能
の
低
下
を
抑
制
さ
せ
る
こ

と
が
重
要
」
と
の
こ
と
。
さ
ら
に
「
た

く
さ
ん
食
べ
る
」
こ
と
よ
り
も
「
ま
ん

べ
ん
な
く
食
べ
る
」
こ
と
を
心
が
け
よ

う
と
の
呼
び
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
最

後
に
「
十
食
品
群
の
チ
ェ
ッ
ク
表
」
を

も
ら
い
自
分
の
食
事
を
見
え
る
化
し
て

検
討
し
て
み
て
く
だ
さ
い
と
の
提
案
が

あ
り
、
参
加
者
は
早
速
や
っ
て
み
よ
う

と
意
気
込
ん
で
四
地
区
合
同
の
集
い
を

散
会
し
ま
し
た
。

�

（
半
田
市
地
区
：
山
本　

勝
彦
）

名
古
屋
市
立
大
学
会
員
の
集
い

不
老
会
四
地
区
合
同
の
集
い
（
阿
久
比
・
常
滑
・
半
田
・
知
多
南
部
）

医学生さんとの懇談会風景

「皆さん、元気ですかー！」

私どもは不老長寿を得るために献体・献眼する。 ― 8 ―
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九
月
二
十
二
日
（
木
）
今
に
も
雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
中
、
お
掃
除
を
始
め
ま

し
た
。
こ
の
時
期
は
、
塔
内
の
湿
気
が
多
く
、
溜
ま
っ
た
水
を
汲
み
だ
し
た
り
、

塔
周
辺
の
雑
草
を
取
っ
た
り
、
そ
ろ
そ
ろ
終
わ
り
に
と
思
っ
た
頃
、
雨
が
降
り
出

し
ま
し
た
。
急
い
で
掃
除
道
具
を
片
づ
け
帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
参
加
者
十
六
名
。

※�

東
濃
地
区　

早
川
博
文
様
よ
り
「
献
体
の
塔
の
清
掃
奉
仕
作
業
時
に
御
利
用
を

し
て
下
さ
い
。」
と
沢
山
の
軍
手
を
ご
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。�

（
事
務
局
）

献
体
の
塔
　
清
掃
報
告

●　442年ぶりの皆既月食と天王星食
� （R4.11.8）

� 熱田区　鈴木　愼吾

　
　
●　

熟
し
柿　

主
よ
り
先
に
鳥
の
客

�

大
府
・
東
浦　

野
村　

悦
子

不
老
会
成
願
者
か
ら
角
膜
の
提
供
を
う
け
、
光
を
取
り
戻
し
た
方
か
ら

お
礼
状
が
事
務
局
に
届
き
ま
し
た
。

　
　

　

清　

須　

市　
　
　

田
中　

成
人　

様

会
　

員
　

投
　

稿

あ
　
り
　
が
　
と
　
う

私どもは希望に生きるために献体・献眼する。― 9 ―
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編集後記
新しい年をお健やかにお迎えおめでとうございます。

うさぎの様にピョンピョンと楽しい広報誌「不老」を

お届けしたいと思っております。

本年もよろしくお願い申し上げます。

　　　　　　　　  （広報委員会一同）

不老会会員のご家族にお願い
○　会員様のご逝去のとき、

すみやかに、下記の登録されておられる大学窓口へご連絡ください。
その際、電話に出た方に「不老会の会員ですが。」とお告げください。
そのとき、これからの献体のことについて、大学側との詳細な打合せが行われます。

　＜大学窓口の電話番号（不老会への参画順）＞
名古屋大学医学部
　・平　日（９時～ 17 時）	 （０５２）７４１－２１１１	 大学の献体事務室
　・夜間や土、日、祝日など	 （０５２）２５１－９２９６	 代行窓口
　　上記以外の日時	 	 （一柳葬具總本店）

名古屋市立大学医学部
　・平　日（９時～ 17 時）	 （０５２）８５３－８１２１	 大学の献体担当
　・夜間や土、日、祝日など	 （０５２）２５１－９２９６	 代行窓口
　　上記以外の日時	 	 （一柳葬具總本店）

愛知学院大学歯学部
　・年間をとおして（24 時間）	 ０１２０－３６５－２５４	 代行窓口（愛昇殿）

藤田医科大学医学部
　・年間をとおして（24 時間）	 （０５２）９１０－１４００	 代行窓口（ティア）

愛知医科大学医学部
　・年間をとおして（24 時間）	 （０５２）７９４－１８１１	 代行窓口（田中葬具店）

○　ご逝去にともない、ご用意いただく書類
　・死亡診断書　（医師から受ける：正本１通、コピー２通）

正本１通は、市役所・区役所や役場に火葬許可を申請するときに提出します。
コピーは、１通は献体先の大学に、１通は献眼先のアイバンクに提出します。

　・火葬許可書：正本１通
　死亡診断書の正本を持参して、市役所・区役所や役場で交付を受け、ご遺体受け
取りの大学に提出してください。火葬場は名古屋市八事斎場です。

注…�交通事故、変死で死亡した場合及び死亡時に危険な感染症に感染している場合は 
献体できない場合がございます。（詳しくは、登録大学にお尋ね下さい。）

「不老」は家族・親族（同意者）に回覧しましょう。 ― 12 ―
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